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令和５年度 
岡山県社会福祉協議会 福祉人材センター 

研修の取扱について 

 社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 

１ 研修開催のご案内について 
①郵送

「福祉人材センター研修案内」を年２回（３月・８月頃）、県社協会員施設へ郵送いたします。

②県社協ホームページ

各研修開催要綱は研修開催 1～2ヶ月前に県社協ホームページ上に掲載いたします。

③県社協メールマガジン

県社協メールマガジンに登録されている会員施設へは、研修申込開始時にメールマガジンでご案

内いたします。

【県社協ホームページ 開催案内掲載場所】 

岡山県社会福祉協議会ホームページ「福祉施設職員等の研修案内」へアクセス 

   URL：http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/  

岡山県社会福祉協議会ホームページ内の

「福祉施設職員等の研修案内」 

こちらをクリック！ 

※「福祉施設職員等の研修案内」の表示が出て

いない場合は、5秒ほどお待ちいただくと

項目表示が自動で切替わります。 
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２ 研修申込方法について 
 研修申込は県社協ホームページ上から、各研修の「研修申込フォーム」を入力してお申込下さい。 
ホームページ上から申込ができない場合は、福祉人材センターまでご連絡下さい。

【研修申込フォーム活用方法】 
１．岡山県社会福祉協議会ホームページ「福祉施設職員等の研修案内」へアクセス 

  URL：http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/ 

２．各研修の案内にある「〇〇研修申込フォーム」をクリック 

３．研修申し込みフォームより、各項目について回答 

４．回答完了後、最下部「送信する」をクリック 

５．申し込み終了です！ 

３ 受講の決定について 
  研修申込の確認後、各施設へ「受講決定通知」を FAXでお送りいたします。 

  受講決定通知の送信は研修申込後、約７日以内（土・日・祝日を除く）を目安としております。 
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４ 荒天時、災害発生時の際などの研修実施について 

①研修開催日までの対応について

台風や大雪等の荒天時、大地震等の災害時、急遽開催を中止すると判断した場合は、開催日前日ま

でに県社協ホームページ上（トップページ：トピックス「講座・研修案内」）で対応について掲載い

たします。

なお、事前に、荒天が予測される場合、災害が発生した場合も同様に県社協ホームページ上で研修

実施の対応について掲載いたしますので、ご確認ください。

②研修中の荒天時、災害発生時の対応について

研修開催中の台風や大雪等の荒天時、大地震等の災害発生時、研修の続行が困難な場合は中断いた

します。研修受講者の安全の確保、安否の確認を行うとともに、対応・被害状況等については、県

社協ホームページ上（トップページ：トピックス「講座・研修案内」）に掲載いたします。

  【荒天時・災害発生時の対応掲載場所】 
岡山県社会福祉協議会ホームページ トピックス「講座・研修案内」へアクセス 

URL： http://fukushiokayama.or.jp/ 

③新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の対応について

人材センター主催の研修について、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策の徹底を図りながら

実施していきます。具体的な取り組みにつきましては各研修案内と併せてホームページへ掲載して

まいります。

５ 県社協 Facebook、Instagramでの研修報告 
  県社協の活動についてより多くの方に理解いただくため、Facebook、Instagram を通じて情報発

信しています。人材センター主催の研修についても実施報告していますので、是非ご覧ください。 

 【県社協公式 Facebookページ】  https://www.facebook.com/fukushiokayama/ 

 【県社協公式 Instagramページ】  https://www. instagram.com/shakyo2021/ 

アカウント名：社会福祉法人岡山県社会福祉協議会

↑こちらのカテゴリー 
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習

・中
堅

職
員

に
求

め
られ

る
役

割
行

動
(他

者
期

待
)を

学
ぶ

とと
も

に
、自

身
の

思
い

(自
己

期
待

)と
融

合
させ

る
こと

で
、キ

ャリ
ア

ビジ
ョン

(人
生

仕
事

に
お

い
て

自
分

自
身

の
な

りた
い

姿
)を

描
き

、ア
クシ

ョン
プ

ラン
(実

現
の

た
め

の
シ

ナ
リオ

)を
策

定
す

る
・重

点
科

目
：

地
域

生
活

課
題

解
決

ソ
ー

シ
ャル

ワ
ー

クに
つ

い
て

中
堅

職
員

（
主

任
・ﾘ

ｰﾀ
ﾞｰ

等
の

役
職

に
な

い
職

員
、入

職
後

概
ね

3～
5年

）

会
員

 6
,0

00
円

非
会

員
20

,0
00

円
60

名

3
福

祉
職

員
キ

ャリ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

　【
チ

ー
ム

リー
ダー

コー
ス

】
10

月
17

日
(火

)1
8日

(水
)

対
面

(延
期

)
2日

1

講
義

・演
習

・チ
ー

ム
リー

ダー
に

求
め

られ
る

役
割

行
動

(他
者

期
待

)を
学

ぶ
とと

も
に

、自
身

の
思

い
(自

己
期

待
)と

融
合

させ
る

こと
で

、キ
ャリ

ア
ビジ

ョン
(人

生
仕

事
に

お
い

て
自

分
自

身
の

な
りた

い
姿

)を
描

き
、ア

クシ
ョン

プ
ラン

(実
現

の
た

め
の

シ
ナ

リオ
)を

策
定

す
る

・重
点

科
目

：
地

域
生

活
課

題
解

決
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
クに

つ
い

て

チ
ー

ム
リー

ダー
（

近
い

将
来

ﾁｰ
ﾑﾘ

ｰﾀ
ﾞｰ

に
就

く職
員

、主
任

・ﾘ
ｰﾀ

ﾞｰ
・係

長
等

の
職

員
）

会
員

 6
,0

00
円

非
会

員
20

,0
00

円
42

名

4
福

祉
職

員
キ

ャリ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

　【
管

理
職

員
コー

ス
】

11
月

15
日

(水
)1

6日
(木

)
対

面
(Z

oo
m

)
2日

1

講
義

・演
習

・管
理

職
員

に
求

め
られ

る
役

割
行

動
(他

者
期

待
)を

学
ぶ

とと
も

に
、自

身
の

思
い

(自
己

期
待

)と
融

合
させ

る
こと

で
、キ

ャリ
ア

ビジ
ョン

(人
生

仕
事

に
お

い
て

自
分

自
身

の
な

りた
い

姿
)を

描
き

、ア
クシ

ョン
プ

ラン
(実

現
の

た
め

の
シ

ナ
リオ

)を
策

定
す

る
・重

点
科

目
：

地
域

生
活

課
題

解
決

ソ
ー

シ
ャル

ワ
ー

クに
つ

い
て

管
理

職
員

（
近

い
将

来
管

理
者

に
就

く職
員

、
現

在
、管

理
者

等
に

就
い

て
い

る
職

員
）

会
員

 1
0,

00
0円

非
会

員
30

,0
00

円
30

名

5
初

任
者

重
点

テ
ー

マ
強

化
研

修
7月

24
日

（
月

）
終
了

1日
1

講
義

・演
習

・初
任

者
の

キ
ャリ

ア
ア

ップ
に

必
要

な
項

目
（

（
例

）
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
ア

ップ
、記

録
の

書
き

方
、文

書
作

成
(基

本
)、

倫
理

）
に

つ
い

て
学

び
、ス

キ
ル

を
習

得
す

る
  R

5年
度

　『
セ

ル
フモ

チ
ベ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
よ

う』

初
任

者
（

新
卒

者
・入

職
後

3年
以

内
）

会
員

 3
,0

00
円

非
会

員
10

,0
00

円
80

名

6
中

堅
職

員
重

点
テ

ー
マ

強
化

研
修

9月
7日

(木
)

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・演
習

・中
堅

職
員

の
キ

ャリ
ア

ア
ップ

に
必

要
な

項
目

（
（

例
）

テ
ィー

チ
ン

グ
、モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
）

に
つ

い
て

学
び

、ス
キ

ル
を

習
得

す
る

中
堅

職
員

（
主

任
・ﾘ

ｰﾀ
ﾞｰ

等
の

役
職

に
な

い
職

員
、入

職
後

概
ね

3～
5年

）

会
員

 3
,0

00
円

非
会

員
10

,0
00

円
80

名

7
チ

ー
ム

リー
ダー

重
点

テ
ー

マ
強

化
研

修
9月

22
日

(金
)

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・演
習

・チ
ー

ム
リー

ダー
の

キ
ャリ

ア
ア

ップ
に

必
要

な
項

目
（

（
例

）
後

輩
指

導
、ほ

め
方

・
叱

り方
、ア

ン
ガ

ー
マ

ネ
ジ

メン
ト、

接
遇

リー
ダー

）
に

つ
い

て
学

び
、ス

キ
ル

を
習

得
す

る

チ
ー

ム
リー

ダー
（

近
い

将
来

ﾁｰ
ﾑﾘ

ｰﾀ
ﾞｰ

に
就

く職
員

、主
任

・ﾘ
ｰﾀ

ﾞｰ
・係

長
等

の
職

員
）

会
員

 3
,0

00
円

非
会

員
10

,0
00

円
80

名

8
管

理
職

員
重

点
テ

ー
マ

強
化

研
修

10
月

20
日

(金
)

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・演
習

・求
め

られ
る

人
材

育
成

とキ
ャリ

ア
パ

ス
体

系
構

築
・キ

ャリ
ア

パ
ス

を
活

か
した

人
事

処
遇

制
度

の
推

進
体

制
の

構
築

・目
標

管
理

・ハ
ラス

メン
ト問

題
へ

の
対

応

人
材

育
成

担
当

者
・管

理
職

員
会

員
 3

,0
00

円
非

会
員

10
,0

00
円

30
名

5



 令
和

５
年

度
　

岡
山

県
社

会
福

祉
協

議
会

  福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

　
研

修
計

画

■
福
祉
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
った
人
材
育
成
研
修

（
※

形
式

の
()

内
は

、感
染

拡
大

時
の

対
応

）
N

o
研
修
会
名

実
施
予
定
月
日

形
式
等

日
数

日
程

研
修
内
容

対
象

参
加
費

定
員

9
接

遇
セ

ミナ
ー

〔対
面

〕5
月

10
日

（
水

）
〔Z

oo
m

〕5
月

17
日

（
水

）
終
了

1日
2

講
義

・演
習

・接
遇

マ
ナ

ー
の

基
本

、サ
ー

ビス
の

時
代

に
求

め
られ

る
人

物
像

初
任

者
会

員
3,

00
0円

非
会

員
10

,0
00

円
対

面
70

名
Zo

om
70

名

10
コー

チ
ン

グ
研

修
6月

15
日

(木
)2

2日
(木

)
終
了

2日
1

講
義

･演
習

・後
輩

の
育

成
・指

導
の

際
に

役
立

つ
手

法
とし

て
コー

チ
ン

グ
の

基
本

的
な

考
え

方
や

基
本

ス
キ

ル
を

体
験

的
に

学
ぶ

中
堅

職
員

・チ
ー

ム
リー

ダー
会

員
6,

00
0円

非
会

員
20

,0
00

円
60

名

11
リス

クマ
ネ

ジ
メン

ト研
修

10
月

4日
（

水
）

対
面

1日
1

講
義

・演
習

・リ
ス

クマ
ネ

ジ
メン

トの
実

践
の

た
め

の
知

識
と理

論
　　

・K
YT

演
習

等

中
堅

職
員

・チ
ー

ム
リー

ダー
・管

理
職

員
（

福
祉

職
場

に
従

事
して

3年
以

上
の

方
）

会
員

3,
00

0円
非

会
員

10
,0

00
円

60
名

12
苦

情
解

決
研

修
12

月
21

日
（

木
）

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・苦
情

解
決

に
求

め
られ

る
役

割
と対

応
に

つ
い

て
・苦

情
解

決
に

役
立

つ
法

律
の

基
礎

知
識

苦
情

対
応

に
あ

た
る

職
員

3,
00

0円
10

0名

13
BC

P（
業

務
継

続
計

画
）

策
定

支
援

研
修

11
月

2日
（

木
）

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・演
習

・B
CP

(事
業

継
続

計
画

)の
基

礎
的

な
内

容
か

ら対
応

す
べ

き
主

な
ポ

イン
トを

学
ぶ

チ
ー

ム
リー

ダー
・管

理
職

員
・業

務
継

続
計

画
策

定
担

当
者

会
員

3,
00

0円
非

会
員

10
,0

00
円

40
名

14
会

計
職

員
実

務
研

修
7月

12
日

（
水

）
終
了

1日
1

講
義

・演
習

・社
会

福
祉

法
人

会
計

基
準

の
解

説
会

計
担

当
職

員
（

初
任

者
）

会
員

4,
00

0円
非

会
員

10
,0

00
円

60
名

15
人

事
・労

務
管

理
実

務
研

修
11

月
7日

（
火

）
対

面
Zo

om
1日

1
講

義
・演

習
・人

事
・労

務
管

理
の

実
務

に
必

要
とな

る
基

本
的

な
制

度
・手

続
き

等
人

事
労

務
管

理
担

当
者

（
実

務
者

）
会

員
3,

00
0円

非
会

員
10

,0
00

円
60

名

16
ス

トレ
ス

マ
ネ

ジ
メン

ト研
修

（
セ

ル
フケ

ア
）

12
月

12
日

（
火

）
対

面
(中

止
)

1日
1

講
義

・演
習

・メ
ン

タル
不

調
を

防
ぐス

トレ
ス

の
基

本
知

識
　　

・バ
ー

ン
ア

ウ
トと

は
・ス

トレ
ス

へ
の

対
処

力
を

あ
げ

る
に

は
　　

・ポ
ジ

テ
ィブ

思
考

で
物

事
を

とら
え

る
方

法

入
職

3～
5年

目
の

方
・中

堅
職

員
以

下
の

階
層

・後
輩

指
導

して
い

る
職

員

会
員

3,
00

0円
/日

非
会

員
   

 1
0,

00
0円

/日
60

名

17
メン

タル
ヘ

ル
ス

推
進

担
当

者
研

修
（

ライ
ン

ケ
ア

）
11

月
17

日
（

金
）

対
面

(中
止

)
1日

1
講

義
・演

習
・セ

ル
フケ

ア
、ラ

イン
ケ

ア
の

基
礎

知
識

・メ
ン

タル
不

調
を

予
防

す
る

た
め

の
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

等

メン
タル

ヘ
ル

ス
推

進
担

当
者

チ
ー

ム
リー

ダー
・管

理
職

員

会
員

3,
00

0円
/日

非
会

員
   

 1
0,

00
0円

/日
60

名

18
業

務
改

善
研

修
11

月
22

日
（

水
）

対
面

1日
1

講
義

・演
習

・タ
イム

マ
ネ

ジ
メン

トの
必

要
性

　　
・業

務
効

率
化

の
考

え
方

・P
D

CA
サ

イク
ル

と活
用

法
　　

・実
践

で
き

る
業

務
効

率
化

の
提

案
等

中
堅

職
員

・チ
ー

ム
リー

ダー
会

員
3,

00
0円

/日
非

会
員

   
 1

0,
00

0円
/日

60
名

6



 令
和

５
年

度
　

岡
山

県
社

会
福

祉
協

議
会

  福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

　
研

修
計

画

■
資
格
取
得
に
向
け
た
研
修

（
※

形
式

の
()

内
は

、感
染

拡
大

時
の

対
応

）
N

o
研
修
会
名

実
施
予
定
月
日

形
式

日
数

日
程

研
修
内
容

対
象

参
加
費

定
員

19
介

護
支

援
専

門
員

実
務

・更
新

（
未

経
験

者
向

け
）

・再
研

修
〔県

委
託

〕
R6

.1
-3

月
※

実
務

研
修

は
5月

ま
で

対
面

Zo
om

実
14

日
更

・再
9日

ー
講

義
・演

習
・介

護
保

険
制

度
の

理
念

　・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メン
トの

基
本

等

介
護

支
援

専
門

員
実

務
研

修
受

講
試

験
の

合
格

者
及

び
更

新
（

未
経

験
者

）
・再

研
修

受
講

者

実
務

　3
5,

40
0円

　＋
実

習
　3

,0
00

円
更

・再
　2

1,
90

0円
定

員
無

20
認

知
症

介
護

実
践

研
修

(実
践

者
研

修
)〔

指
定

実
施

機
関

〕
　　

〔第
1回

〕7
月

-9
月

　〔
第

2回
〕8

月
-1

0月
対

面
6日

2

講
義

・演
習

・認
知

症
ケ

ア
の

基
本

的
視

点
と理

念
、倫

理
・認

知
症

の
人

へ
の

介
護

技
術

・ア
セ

ス
メン

トと
ケ

ア
の

実
践

の
基

本
　　

・職
場

実
習

　等

介
護

保
険

施
設

･事
業

者
実

務
経

験
2年

程
度

の
介

護
職

員
33

,0
00

円
各

66
名

21
認

知
症

対
応

型
サ

ー
ビス

事
業

開
設

者
研

修
〔委

託
〕

9月
3日

対
面

(Z
oo

m
)

1日
1

講
義

・演
習

・地
域

密
着

型
サ

ー
ビス

事
業

の
制

度
理

解
・認

知
症

高
齢

者
の

理
解

・ケ
ア

の
あ

り方
等

指
定

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

、
指

定
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

代
表

者
3,

00
0円

定
員

無

22
認

知
症

対
応

型
サ

ー
ビス

事
業

管
理

者
研

修
〔委

託
〕

〔第
1回

〕 
9月

26
-2

7日
〔第

2回
〕1

1月
28

-2
9日

〔第
3回

〕R
6.

2月
6-

7日

対
面

(Z
oo

m
)

2日
3

講
義

・演
習

・地
域

密
着

型
サ

ー
ビス

事
業

の
制

度
理

解
・管

理
者

の
役

割
　等

指
定

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

事
業

所
、指

定
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
、指

定
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

管
理

者
で

あ
って

、実
践

者
研

修
修

了
者

4,
00

0円
定

員
無

23
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー
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等

計
画

作
成

担
当

者
研

修
〔委

託
〕

10
月

24
-2

5日
対

面
(Z

oo
m

)
2日

1
講

義
・演

習
・小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビス
事

業
の

理
念

・ケ
ア

マ
ネ

ジ
メン

ト論
・居

宅
介

護
支

援
計

画
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成
の

実
際

指
定

小
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多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

計
画
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成
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当

者
で
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って

、実
践

者
研

修
修

了
者

4,
00

0円
定

員
無

24
介

護
の

入
門

的
研

修
（

委
託

事
業

）

　〔
岡

山
会

場
〕8

月
　〔

瀬
戸

内
会

場
〕8

月
-9

月
　〔

津
山

会
場

〕9
月

　〔
倉

敷
会

場
〕1

0月

対
面

各
会

場
5日

4

講
義

・演
習

・介
護

に
関

す
る

基
礎

知
識

・介
護

の
基

本
・介

護
に

お
け

る
安

全
確

保
・基

本
的

な
介

護
の

方
法

・認
知

症
の

理
解

・障
が

い
の

理
解

・ミ
ニ

就
職

相
談

会

介
護

未
経

験
者

で
介

護
に

興
味

・関
心

が
あ

る
方

（
高

校
生

以
上

）
無

料
各

会
場

20
名

＊
№

1～
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の
参

加
対

象
：

岡
山

県
内

社
会

福
祉

施
設

・事
業

所
（

高
齢

・障
害

・児
童

・保
育

・社
協

・そ
の

他
）

の
方

＊
会

場
は

、き
らめ

き
プ

ラザ
（

岡
山

県
総

合
福

祉
・ボ

ラン
テ

ィア
・N

PO
会

館
）

を
予

定
。
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※令和５年９⽉〜令和６年３⽉に予定しております研修の詳細案内を掲載しています。
開催要綱・研修申込フォームについては研修開催の１〜２ヶ⽉前頃）に、
県社協ホームページ「福祉施設職員等の研修案内」に掲載しますので、ご確認いただき、
お申込ください。
なお、⽇程、受講料、研修内容については、変更となる場合もありますのでご了承下さい。
その場合は、ホームページ上でご案内いたします。
URL︓http://fukushiokayama.or.jp/workwelfare/sisethu_syokuin/

岡⼭県社会福祉協議会 福祉⼈材センター
【下半期】開催

〜 研修案内 詳細版 〜

福祉職員キャリアパス対応
⽣涯研修課程(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ)３

⽬的

対象者

⽇時

内容

チームリーダー（近い将来に主任･リーダー･係⻑等の役職に就く職員、
現在主任・リーダー・係⻑等の職員）

定員

参加費

講師

職員⾃⾝がキャリアパスを描き、チームリーダーに求められる能⼒を習得することを
⽀援するとともに、職場におけるキャリアパス構築・推進に寄与する。

※全国統⼀の⽣涯研修課程

受講前に事前学習としてテキストを読み、「事前学習・プロフィールシート」を作成
することが前提。2⽇間の研修では、チームリーダーに求められる役割⾏動（他者期
待）を学ぶとともに、⾃⾝の思い（⾃⼰期待）とを融合させることで、キャリアビ
ジョンを描き、アクションプランを作成する。研修後には、「修了証」を発⾏する。

会場

10⽉17⽇（⽕）9:20〜16:55 ・ 18⽇（⽔）9:30〜16:55

42名

県社協会員(1名)︓6,000円 会員外(1名)︓20,000円
・福祉職員キャリアパス対応⽣涯研修インストラクター
・中⽥社会福祉⼠事務所 所⻑ 中⽥ 雅章 ⽒

きらめきプラザ4F 401会議室
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福祉職員キャリアパス対応
⽣涯研修課程(管理職員コース)４

⽬的

対象者

⽇時

内容

管理職員（近い将来管理職に就く職員、現在管理職に就いている職員）

定員 30名

参加費

11⽉15⽇（⽔）9:20〜16:55 ・ 16⽇（⽊）9:30〜16:55

講師

職員⾃⾝がキャリアパスを描き、管理職員に求められる能⼒を習得することを
⽀援するとともに、職場におけるキャリアパス構築・推進に寄与する。

※全国統⼀の⽣涯研修課程

受講前に事前学習としてテキストを読み、「事前学習・プロフィールシート」を作成
することが前提。2⽇間の研修では、管理職員に求められる役割⾏動（他者期待）を
学ぶとともに、⾃⾝の思い（⾃⼰期待）とを融合させることで、キャリアビジョンを
描き、アクションプランを作成する。研修後には、「修了証」を発⾏する。

県社協会員(1名)︓10,000円 会員外(1名)︓30,000円

・福祉職員キャリアパス対応⽣涯研修インストラクター
・中⽥社会福祉⼠事務所 所⻑ 中⽥ 雅章 ⽒

きらめきプラザ4F 401会議室会場

中堅職員としての役割や業務推進⽅法などを学ぶほか、⾼いモチベーションを
持って仕事に取り組むことで業務効率や課題の解決、サービスの質の向上につな
がることから、モチベーションアップのための技法を⾝に付け、組織づくりに活
かしていくことを⽬的とする。

６
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容(予定)

定員 80名

参加費 県社協会員(1名)︓3,000円 会員外(1名)︓10,000円

9⽉7⽇（⽊）10:00〜16:00 きらめきプラザ3F 301会議室

講師 川崎医療福祉⼤学 医療福祉学部 医療福祉学科
准教授 中尾 ⻯⼆ ⽒

■中堅職員の役割
■福祉職員として求められる能⼒とは︖
■業務改善の具体的⼿順について
■ティーチング、モチベーション 等

中堅職員（主任・リーダー等の役職にない職員、⼊職後概ね3〜5年程度）

中堅職員重点テーマ強化研修
（モチベーションの上がる業務への取組み）
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チームリーダー重点テーマ強化研修
（部下指導を活かした組織づくり）

チームリーダーとしての⼼構えや役割を理解し、部下指導における技法を活かし
た組織づくりについて講義・演習を通して学ぶことを⽬的とする。

７
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容(予定)

定員 80名

参加費 県社協会員(1名)︓3,000円 会員外(1名)︓10,000円

9⽉22⽇（⾦）10:00〜16:00 きらめきプラザ3F 301会議室

講師 川崎医療福祉⼤学 医療福祉学部 医療福祉学科
准教授 中尾 ⻯⼆ ⽒

■チームリーダーとその役割について
■部下指導のポイント（ほめ⽅・叱り⽅）
■アンガーマネジメント、業務改善、会議進⾏技法 等

チームリーダー（近い将来に主任･リーダー･係⻑等の役職に就く職員、
主任・リーダー・係⻑等の職員）

管理職員重点テーマ強化研修
（令和4年度に実施した「キャリアパスを活かした⼈材マネジメント研修」を再編しました。）

管理職員に求められる役割や組織のリーダーに必要とされる経営マネジメントの
専⾨知識や技術の習得を⽬的とする。

８
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容(予定)

定員 30名

参加費 県社協会員(1名)︓3,000円 会員外(1名)︓10,000円

10⽉20⽇（⾦）10:00〜16:00 きらめきプラザ4F 401会議室

講師 社会保険労務⼠法⼈ ビズ．ウォーク 代表 中前 貴⼦ ⽒

『活き活きとした組織を作るためのキャリアパス制度の構築と運⽤』
■⼈材育成における管理職の役割 ■求められる⼈材育成とキャリアパス体系構築
■キャリアパスを活かした⼈事処遇制度の推進体系の構築
■⽬標管理と⼈材マネジメント ■ハラスメント問題への対応 等

管理職員（管理職に就く予定の⽅も含む）、⼈材育成担当者等
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リスクマネジメント研修11
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容(予定)

定員

参加費

講師

社会福祉施設・事業所における虐待防⽌・権利擁護の視点を学ぶ。また、
施設事業所内のリスクマネジメント体制の構築に必要な知識や具体的⼿法
等について習得する。
中堅職員・指導職員・管理職員（⼊職３年⽬以上）

60名

県社協会員（1名）︓3,000円 会員外（1名）︓10,000円

10⽉4⽇（⽔） 10:00〜16:00 きらめきプラザ3F 301会議室

岡⼭⼤学学術研究院法務学域（法科⼤学院） 教授 ⻄⽥ 和弘 ⽒

『社会福祉施設・事業所におけるリスクマネジメント』
■社会福祉施設におけるリスクマネジメントの位置づけ、組織として取り組む必要性、

基本的な理解や考え⽅等について学ぶ。
■各施設・事業所において、取り組めるよう具体的事例やＫＹＴ（危険予知）シートを

⽤い、リスク発⾒と事件・事故予防の⽅法論を学ぶ。

苦情解決研修
利⽤者やご家族からの苦情に対して、組織として⾏う苦情対応には、利⽤者の
不満⾜を受け⽌め、誠実に向き合うことで、サービスの質を⾼め、再発防⽌に
つながる。岡⼭県運営適正化委員会と連携のもとに、対応の基本的な流れや対
応について事例をとおして習得する。

12
⽬的

対象者

⽇時･会場

福祉現場において苦情対応に携わる福祉施設従事者

定員 100名

参加費 (1名) 3,000円

12⽉21⽇（⽊）10︓00〜15︓00（予定）きらめきプラザ3F 301会議室

講師 岡⼭県運営適正化委員会委員⻑ 平松 正⾂ ⽒
弁護⼠（岡⼭県運営適正化委員会委員）鈴⽊ ⼤⼠ ⽒

内容（予定） ・苦情解決に求められる役割と対応について
・苦情解決に役⽴つ法律の基礎知識

11



BCP(業務継続計画)策定⽀援研修

福祉現場は、⾃然災害や新型インフルエンザ等の感染症が発⽣した場合であっても、必要
なサービスが継続的に提供できる体制を構築しておくことが求められます。本研修は、
BCPの考え⽅や策定のポイント等を学び、各事業所における「業務継続計画」策定につな
げる。

⽬的

対象者

⽇時･会場

内容（予定）

施設・事業所の管理職員・指導的職員・業務継続計画策定担当者等

定員 40名

参加費 県社協会員(1名)︓3,000円 会員外(1名)︓10,000円

講師 MS＆ADインターリスク総研株式会社

『⾃然災害発⽣時のBCP策定のポイント』
■BCPを策定するにあたり、⾃然災害や感染症BCPの基本的な考え⽅や内容を

理解し、策定のポイントを学ぶ。

13

11⽉2⽇（⽊） 10:00〜15:30 きらめきプラザ4F 401会議室

⼈事･労務管理研修
⼈事・労務管理の担当者が⽇々の業務として⾏う⼈事労務に関する⼿続
き・制度について理解を深め、働きやすい職場環境整備・⼈材確保定着
⽀援につなげる。

15
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容

⼈事・労務管理の担当者（実務担当者で、基本を学びたい⽅）

定員 60名 （会場定員30名 Zoomによるオンライン参加の定員30名）

参加費 県社協会員︓3,000円 会員外︓10,000円

11⽉７⽇（⽕）10︓00〜16︓00
ハイブリット開催（きらめきプラザ4F 401会議室、オンライン開催）

講師 神⽥労務コンサルティング 社会保険労務⼠ 神⽥ 豪 ⽒

『知っておきたい⼈事労務管理の基礎』
労働関係の法律、公的保険の仕組みと⼿続き・社員が働きやすく
会社の利益に繋がる仕組み、同⼀労働同⼀賃⾦
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ストレスマネジメント研修
（セルフケア）

⼊職3〜5年⽬の⽅（中堅職員以下の階層）、後輩指導している職員のバー
ンアウト予防、また、新任職員への声かけやフォローアップについて学ぶ。

16
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容

⼊職3〜5年⽬の職員・中堅職員以下の階層で後輩指導している職員

定員 ６0名

参加費 県社協会員︓3,000円 会員外︓10,000円

講師

・組織としてのメンタルケア取り組み【セルフケアの理解】
・メンタル不調を防ぐストレスの基本知識
・バーンアウトとは
・ストレスへの対処⼒をあげるには

１２⽉１２⽇（⽕）10:00〜16:00 きらめきプラザ３階 ３01会議室

（⼀社）⽇本産業カウンセラー協会中国⽀部 認定講師 ⼤森 かずめ ⽒

※調整中のため内容
変更の可能性あり

メンタルヘルス推進担当者研修
(ラインケア）

働きやすい職場環境づくりの⼀環として、職員のメンタルヘルスの進め⽅
について実際に体験を通じて学ぶ。

17
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容

メンタルヘルス推進担当者・チームリーダー・管理職員

定員 ６0名

参加費 県社協会員︓3,000円 会員外︓10,000円

講師

組織としてのメンタルケア取り組み【ラインケアの理解】
ラインケアに活かす「傾聴スキル」の重要性 、復職⽀援のポイントと基礎理解
事例紹介/⼼の健康づくり計画等、管理職・メンタルヘルス推進担当者の⽇常の関わり⽅

11⽉17⽇（⾦）10:00〜16:00 きらめきプラザ ４階 ４01会議室

（⼀社）⽇本産業カウンセラー協会中国⽀部 認定講師 ⼤森 かずめ ⽒

※調整中のため内容
変更の可能性あり
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業務改善研修
利⽤者へ提供するサービスの質の向上や職員の定着を促進するため、業務改善
の基本的スキルを学ぶ研修を実施し、労働環境の整備・改善に取り組む。

18
⽬的

対象者

⽇時･会場

内容(予定)

福祉職場に従事する中堅職員・職場リーダー

定員 60名

参加費 県社協会員(1名)︓3,000円 会員外(1名)︓10,000円

11⽉22⽇（⽔）10︓00〜16︓00 きらめきプラザ3F 301会議室

講師 株式会社 創研 代表取締役 ⻄原 裕 ⽒

■タイムマネジメントの必要性 ■⾝近な事例で学ぶ業務効率化の考え⽅
■PDCAサイクルと活⽤法 ■PDCAサイクルチェックとアクションの同時並⾏
■ミーティングも段取り上⼿の⾒える化
■職場メンバーを巻き込んで実践できる業務効率化の提案 等 講義・演習を通じて学ぶ

介護⽀援専⾨員実務･更新(未経験者向け)･再研修

※⾏政からの委託研修・指定実施機関研修のため、研修開催については、
別途ご案内もしくは⾏政からの案内です。

19

認知症対応型サービス事業 開設者研修21

認知症対応型サービス事業 管理者研修22

⼩規模多機能型サービス等 計画作成担当者研修23

⾏政からの委託等研修

認知症介護実践研修（実践者研修）20
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社
会

人
と

し
て

の
基

本
的

資
質

を
身

に
つ

け
、

円
滑

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
。

・
組

織
、

チ
ー

ム
で

の
取

り
組

み
の

重
要

性
を

理
解

し
、

そ
の

構
成

員
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
。

・
自

ら
の

実
践

に
つ

い
て

理
論

付
け

を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
実

践
の

中
か

ら
新

た
な

課
題

や
目

標
を
設
定
し
、
サ
ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

お
よ

び
資

質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
・

新
任

職
員

に
対

し
て

適
切

な
指

導
・
援
助
を
行
う
こ
と
が

で
き

る
。

・
高
い
専
門
性
に
基
づ
い
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
と
と
も

に
、
困
難
事
例
や
緊
急
時
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
新
任
・
中
堅
職
員
に
対
し
て
適
切
な
指
導
・
援
助
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

・
業
務
全
体
の
状
況
や
課
題
を
把
握
し
、
適
切
か
つ
円
滑
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き

る
。

・
高
い
人
事
・
労
務
・
財
務
管
理
能
力
を
有

し
、
円
滑
な
組
織
の

経
営
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
組
織
の
課
題
を
把
握
し
、
適
正
か
つ
活
力

あ
る
組
織
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
・
地
域
福
祉
の
視
点
を
有
し
、
地
域
に
お
け

る
福
祉
課
題
の
把
握

や
地
域
貢
献
活
動
な
ど
、
幅
広
い
サ
ー
ビ

ス
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

○
福

祉
職

員
ｷｬ

ｱﾘ
ｱﾊ

ﾟｽ
対

応
生

涯
研

修
課

程
【

初
任

者
ｺｰ

ｽ】
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

初
任

者
重

点
ﾃｰ

ﾏ強
化

研
修

(福
祉

人
材

支
援

班
)

○
接

遇
セ

ミ
ナ

ー
(福

祉
人

材
支

援
班

)

○
福

祉
職

員
ｷｬ

ﾘｱ
ﾊﾟ

ｽ対
応

生
涯

研
修

課
程

【
中

堅
職

員
ｺｰ

ｽ】
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

中
堅

職
員

重
点

ﾃｰ
ﾏ強

化
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)

○
福

祉
職

員
ｷｬ

ﾘｱ
ﾊﾟ

ｽ対
応

生
涯

研
修

課
程

【
ﾁｰ

ﾑﾘ
ｰﾀ

ﾞｰ
ｺｰ

ｽ】
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

ﾁｰ
ﾑﾘ

ｰﾀ
ﾞｰ

重
点

ﾃｰ
ﾏ強

化
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)

○
福

祉
職

員
ｷｬ

ﾘｱ
ﾊﾟ

ｽ対
応

生
涯

研
修

課
程

【
管

理
職

員
ｺｰ

ｽ】
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

管
理

職
員

重
点

ﾃｰ
ﾏ強

化
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)

栄
養
士
・
調
理
員

事
務
員

○
会

計
職

員
実

務
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

会
計

基
準

セ
ミ

ナ
ー

(経
営

協
)

経
営
者

社
協
職
員
・

地
域
福
祉
関
係
者

養
成
・
資
格
研
修

【
留

意
】

生
活

支
援

班
の

「
権

利
擁

護
に

関
す

る
研

修
会

」
と

「
生

活
支

援
員

研
修

会
」

は
隔

年
開

催

○
特

定
給

食
施

設
関

係
者

等
研

修
会

（
県

給
食

協
・

福
祉

人
材

支
援

班
）

○
人

事
・

労
務

管
理

研
修

(福
祉

人
材

支
援

班
)

〇
社

会
福

祉
法

人
役

員
セ

ミ
ナ

ー
（

経
営

支
援

班
）

 
 〇

福
祉

人
材

確
保

支
援

セ
ミ

ナ
ー

（
福

祉
人

材
支

援
班

 人
材

ｾﾝ
ﾀｰ

）
　

　
　

　
○

人
材

定
着

支
援

セ
ミ

ナ
ー

（
福

祉
人

材
支

援
班

 人
材

ｾﾝ
ﾀｰ

）
○

経
営

協
セ

ミ
ナ

ー
〔

前
期

・
後

期
〕

（
経

営
協

）
○

ク
リ

エ
イ

ト
セ

ミ
ナ

ー
（

経
営

協
：

経
営

青
年

会
）

○
社

会
福

祉
法

人
経

営
者

セ
ミ

ナ
ー

（
経

営
協

）

○
社

協
職

員
新

任
研

修
（

地
域

支
援

班
）

○
地

域
福

祉
実

践
研

修
（

共
通

編
・

基
礎

編
）

（
地

域
支

援
班

）
　

　
　

　
〇

市
町

村
社

協
経

営
基

盤
強

化
セ

ミ
ナ

ー
（

地
域

支
援

班
）

○
市

町
村

社
協

機
能

強
化

セ
ミ

ナ
ー

（
地

域
支

援
班

）
○

災
害

福
祉

支
援

に
お

け
る

連
携

・
協

働
促

進
研

修
（

地
域

支
援

班
）

　
　

○
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

関
係

機
関

研
修

会
（

地
域

支
援

班
）

〇
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

福
祉

教
育

担
当

者
研

修
会

（
地

域
支

援
班

）
○

生
活

福
祉

資
金

担
当

者
研

修
会

（
生

活
支

援
班

）
○

権
利

擁
護

に
関

す
る

研
修

会
（

生
活

支
援

班
）

○
介

護
支

援
専

門
員

実
務

・
更

新
（

未
経

験
者

）
・

再
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

災
害

派
遣

福
祉

チ
ー

ム
（

DW
AT

）
員

養
成

研
修

（
経

営
支

援
班

）
○

認
知

症
介

護
実

践
研

修
（

実
践

者
研

修
）

(福
祉

人
材

支
援

班
)

○
入

門
的

研
修

（
福

祉
人

材
支

援
班

）

※
（

　
　

）
内

は
研

修
会

を
主

催
す

る
部

所
・

班
等

共
通

○
ｽﾄ

ﾚｽ
ﾏﾈ

ｼﾞ
ﾒﾝ

ﾄ研
修

（
ｾﾙ

ﾌｹ
ｱ）

(福
祉

人
材

支
援

班
)

○
コ

ー
チ

ン
グ

研
修

(福
祉

人
材

支
援

班
)

○
業

務
改

善
研

修
（

福
祉

人
材

支
援

班
）

○
ﾘｽ

ｸﾏ
ﾈｼ

ﾞﾒ
ﾝﾄ

研
修

(福
祉

人
材

支
援

班
)

〇
苦

情
解

決
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

・
運

営
適

正
化

委
員

会
)

〇
BC

P(
業

務
継

続
計

画
)策

定
支

援
研

修
(福

祉
人

材
支

援
班

)
○

ﾒﾝ
ﾀﾙ

ﾍﾙ
ｽ推

進
担

当
者

研
修

（
ﾗｲ

ﾝｹ
ｱ）

(福
祉

人
材

支
援

班
)
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区
分

お
問

い
合

わ
せ

先
（

※
各

種
別

協
議

会
名

を
あ

げ
て

お
問

い
合

わ
せ

くだ
さい

）

岡
山

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

ht
tp

:/
/w

w
w

.o
ka

ya
m

a-
ro

us
hi

ky
o.

jp
/

【フ
ェイ
ス
ブ
ック
】

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fa

ce
bo

ok
.c

om
/o

ka
ya

m
a.

ro
us

hi
ky

ou
【I
ns
ta
gr
am
】

ht
tp
s:
//
w
w
w
.in
st
ag
ra
m
.c
om
/o
ka
ya
m
a_
ro
us
hi
ky
o/

岡
山

県
保

育
協

議
会

岡
山

県
児

童
養

護
施

設
等

協
議

会

岡
山

県
保

護
施

設
協

議
会

岡
山

県
地

域
包

括
・在

宅
介

護
支

援
セ

ン
ター

協
議

会

【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

ht
tp
s:
//
si
te
s.
go
og
le
.c
om
/s
ite
/o
ka
si
en
ky
ou
/h
om
e

TE
L：
０
８
６
－
２
２
６
－
２
８
３
５

FA
X：

０
８
６
－
２
２
５
－
６
６
０
２

○
地

域
包

括
・在

宅
介

護
支

援
セ

ン
ター

セ
ミナ

ー
 日

程
:6

月
24

日
（

土
）

○
相

談
援

助
技

術
研

修
会

　基
礎

コー
ス

  日
程

：
R5

.1
2月

頃
○

相
談

援
助

技
術

研
修

会
　フ

ォロ
ー

ア
ップ

研
修

　日
程

：
R5

.8
月

26
日

・1
0月

7日
○

地
域

包
括

・在
宅

介
護

支
援

セ
ン

ター
職

員
　新

任
基

礎
研

修
○

地
域

包
括

・在
宅

介
護

支
援

セ
ン

ター
職

員
　現

任
者

研
修

（
コミ

ュニ
テ

ィ・
ソ

ー
シ

ャル
ワ

ー
ク研

修
）

※
研

修
参

加
対

象
は

各
種

別
協

議
会

会
員

で
す

が
、一

部
を

除
き

非
会

員
も

参
加

可
能

とな
って

い
ま

す
。（

な
お

、会
員

加
入

対
象

施
設

は
、各

種
別

協
議

会
に

お
い

て
設

定
され

て
い

ま
す

の
で

、加
入

に
あ

た
って

は
各

種
別

協
議

会
事

務
局

へ
ご

確
認

くだ
さい

。）
※

研
修

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、各
種

別
協

議
会

事
務

局
に

お
問

い
合

わ
せ

くだ
さい

。

　
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
種
別
協
議
会
（
岡
山
県
社
協
内
に
事
務
局
を
置
く
）
に
お
け
る
研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
全
体
像
（
R
5年

度
版
）

分
野

種
別

・課
題

別
研

修

【研
修

委
員

会
】 

○
福

祉
機

器
体

験
研

修
会

　　
○

カス
タマ

ー
ハ

ラス
メン

トに
関

す
る

研
修

会
　　

○
岡

山
県

老
人

福
祉

施
設

職
員

研
究

発
表

会
【デ

イサ
ー

ビス
セ

ン
ター

部
会

】 
○

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

向
上

研
修

　○
県

内
デ

イサ
ー

ビス
実

践
報

告
会

・意
見

交
換

会
【養

護
老

人
ホ

ー
ム

・軽
費

老
人

ホ
ー

ム
・ケ

ア
ハ

ウ
ス

部
会

合
同

】 
○

認
知

症
に

関
す

る
研

修
会

【養
護

老
人

ホ
ー

ム
】 

〇
会

員
施

設
視

察
施

設
長

研
修

会
【地

域
密

着
型

施
設

部
会

】 
○

県
内

地
域

密
着

型
特

養
実

践
報

告
会

【中
国

地
区

研
修

会
（

岡
山

開
催

の
も

の
）

】 
〇

中
国

地
区

老
人

福
祉

施
設

研
修

大
会

【岡
山

県
保

育
協

議
会

】
○

岡
山

県
保

育
所

主
任

保
育

士
研

修
会

　　
　　

　○
岡

山
県

保
育

研
究

大
会

（
R6

.1
.1

7～
18

開
催

予
定

）
〇

中
国

地
区

保
育

研
究

大
会

（
R5

.7
.2

5～
26

開
催

）

【岡
山

県
保

育
協

議
会

保
育

会
】

○
保

育
研

修
会

　　
○

食
育

に
関

す
る

研
修

会
　　

○
人

権
を

大
切

に
す

る
研

修
会

TE
L：
０
８
６
－
２
２
６
－
３
５
２
９

FA
X：

０
８
６
－
２
２
７
－
３
５
６
６

○
新

任
職

員
研

修
会

　　
　　

　　
○

職
員

実
践

発
表

会
　　

　　
  　

　○
事

例
検

討
（

心
理

部
会

研
修

会
）

○
自

立
支

援
施

設
宿

泊
研

修

○
岡

山
県

保
護

施
設

職
員

交
流

セ
ミナ

ー
（

R5
年

度
は

中
止

）
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	アカウント名：社会福祉法人岡山県社会福祉協議会

	★
	表紙R5 (配布用)

	③
	一覧  (R5)下半期5.8作成★  (正・黒)
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	R5版 (正_黒)
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	R5版 (正_黒)

	③
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